
図1 人間が判断を下す際の３つの参照基準

図2 研究の成果物としての図書等
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・医療機関、行政組織、企業や民間団体等で意
思決定のあり方を見直し、新しいルールや意思
決定手順を作りたいと考えているケースが想定
されます。

医療に限らず、現代社会は理系から文系の広
い領域にまたがる学際的なアプローチを必要と
しています。本研究は意思決定をテーマにした
学際的で実用的な研究です。
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人は何を手がかりに「判断」をくだすのか
～ 倫理学と心理学の架橋的研究 ～
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私はこれまで、医療現場で生じる倫理的問題に
ついての意思決定のための方法論を探求してきま
した。倫理学と心理学にまたがる研究によって得
られた成果が、原則・物語・手順という、人間が
判断を下す際の３つの参照基準を用いるモデルで
す（図1）。「原則」とは、状況や背景事情に左
右されない、汎用性の高い行為規範です。「物
語」とは、個人や集団が事象に価値を見いだすた
めの説明です。原則と物語はしばしば衝突を起こ
し、実際の判断・意思決定にはその調停が必要で、
それを標準化するのが「手順」です。
このようなモデルは、終末期医療の意思決定か

ら、先端医療の法規制に至るまで、多くの複雑な
意思決定に適用できました。2000年度から継続
的に研究代表者として科学研究費補助金の助成を
受け、意思決定のためのツール等を開発し、論
文・図書として公表し、多くの人に利用されてい
ます（図2）。今後は、医療のテーマに限定せず、
国や自治体の公共政策の策定、企業や民間団体で
の意思決定、さらには個人や小集団が行う判断に
いたるまで、幅広いテーマに適用できるかどうか
を検証したいと考えています。
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